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刺を行い徐 ,Iに沈入 した. /

続過 体温は注入前時に37oC台の微熱を示 して居たが,H.･:.人後祭日37.7■C,爾後漸次低下を示 し仕入後節2週 El

より･は一午勲となったo I

一般妖克削ま格別の査イセを見なかったム

持家噺,味症は啄床の粘渦度が若干減少 した以外L/{著変を見ないo

粁核常の滑長は注入前官にガフキ-Ⅷ～Ⅸ号を示 して屠たが,注入後次第に常数減少 し,注入後第 2週にはガフキ
ー‡一IV号と好調を放けたが,曝疾中の注入蘭T134号株の滑朱に伴い再度軍加 した｡
啄疾叩注入蘭の滑長は注入後 2日間は多数に証明ざれ,4日目以後 8日口迄は今常少量を認めたが,10日日以後は

催かこて13日円に一度注入常 と思われる常家路を中林上に数個認めたのみで爾後陰性 となった｡ p

t･考 察 及 ･び 席 論

臨床実験僅かに1例のみで何等の結論 も出し得たいが,唯基洞内に注入t,たT134号菌 も生体茎洞内

では固ほ発育増殖する能力が無いか或は非常に乏しい棟であり,この事は基礎実験第2に於で同園がマ

ウス腹睦内に16日Eiには生存して居なかった事実 と併せ考察する時今後は何ほ一段と生体内寄生性の

強い菌株の検出に努める必要を痛感する.I

僅か1例の結果のみで本菌は全 く慣値なきものと決定するのは簡単 と考へられるから堤に臨界例 を

埼 して検討することが必要と思はれる｡

費後に注入菌が早期に消失した馬所期の診軒効異は挙げ得なかったが,たと-僅かの期間とは云-啄

疾中結核菌を守成少し得た事実は今後の本研究に希望を興へ得るものであろうと考へらるo
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ま え お き

動物の種顎によって結核菌に対する感受性が異ることは周知の事実であり,軽度の差 こそあれ之と同

様の事実が同じ動物の品種の違い叉は各個体の間にも神像せられる0 4に就いても同様な推測が許さ

れるであろうO しかるに此事実のよって乗る本態に就いては殆ど何 も判っていない.と云ってもよいの

で,ただ近年の研究によって此現象が遠僻的な要素によ･jて支配し得 られることが知られているのみで

ある.この現象を一段に体質と呼び憶はしているが,之は何の静明にもならないo

元釆結核症 (或はひろく細菌性疾患)なるものは,結核菌 (病原菌)に対する個体の反晦の規はれで

ある｡人も各種の動物も生物孝的紅は同棲な組織発生の基本型をもbものであるから,個体によって結

核FfiEの便相に多くの相違点があるとして も,その差異は決して本質的な差異ではあり得ない｡結果的に

見て結核菌の力に打勝ち得る様な反歴を示す場合に之を抵抗力と呼 び,結核菌の力が勝さる場合に個体

は感受性ありと称するのであろうが'それ らの反鷹が決して全 く別個の現象として規はれる管はないの

である｡恐 らくは同様の庚麿の畳的な差異として理解出乗る筈である0
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我々は研究を始める前に余 りに多 くの陪測を打立てる事は避ける可きであろうOただ,個体の感受性

又は抵抗性,云いかえれば菌の病原性叉は非病原性という現象は,単一一夜ある種の反騰の量的な差異と

して具象化し得るであろうという予想の下に今後の研究をすすめたい0∫
個体と菌 との間の反感としては細胞性にも液体性にも恐らく数限 りな く存在するであろうが,我々は

三先づ第 1に,感染局所に於ける菌と細胞との早期反麿を観察する事によって,かかる意味に於ける病原

性の病理組職学的乃至細菌学的な差異を掴み度いと望んだのである｡

以上の見地から党づ第1に,可成 り特徴的な差異を示すであろうと考えられる有毒結核菌 と非病原悼

抗酸性菌との局所反鮭を感染早期から鮭時的に比較観察することによって実験方法の適否を吟味した

のであるo

辛 1 皮下組織伸展棲本法

窯 験 方 法

毒力牛型菌liM株,鳥型蘭,スメグマ菌の各 0･1塩を生理的食塩水0･5線 て浮済させた菌液 (草は岡 ･井倉接地で充｣=■

分発育せしめ歯糞をiElll定し,玉入 りコ/レベンで充分に磨辞 し計算量の食盗 水を入れる)･を家兎 (体重 2放)の腹部皮

下に注入して鳥蓑時的に (2確聞,6時間,12時間,24時間,3日後,1週,2週,3週)注入局所の皮下組織を引き出して

伸韓桜本を作 り,ギムザ (大野氏変法), - )i,オキシダーゼ及び甫染色により,多核自血球 ･琴一球 ･類上皮細胞等の

出現の時期 ･形 ･位置ならびに局jVr細血管の形態の変イセ等を比較 した.

賓 験 成 緯 (解1表)

第 1表 皮 F組織伸展棟本法t,{よる感染緋 jJT鮒胞の経時的追求

｢＼､竺警Jト型 R M 株 鳥 塑 常 7ス メ グ マ 常 対PJf,:(食盗水のみ) E

局槍 所食 反 多核球 孝 核球 単 球 景萎 多核球 単 球 景萎 多核球 単 球 欄

血周 そ-の 血ノ胡 ニr コr 斉i-の他山血周 そ-の 細撃班五両 #' 細撃の の他面誉田些些 ∫ .血周血出 -管血管囲 の 血周チ-時塵間管囲他面 管囲 萱国 他面鎧 管囲 ー… … 誌面 血出管血

- +

12時間後 ≠ ≠ - 廿 廿 -i-.A - ‥ +ト ･什 - - - + + -卜⊥

24時間後 廿 1廿 廿 + + + 廿 廿 + .÷ 廿+ 廿 廿 ÷一 十 ≠ 廿 1- + -- - t-÷ ,÷ Li3.日 後 + +I ≠ 廿r + + ･什 廿 十 - -

1週 後 十 +.廿 ≠ - ｣ + 廿 .- + 廿 廿 - - - - -

3週 後 - - 廿 冊 .- - - + l j i

÷は仝視野L/7'L少し存在すること, +はFibIOzytenの年数より少く, 廿は年数より多く,

仙まFibrozytenより多いことを示yo

多核球は菌注入後いづれの場合 も2時間 ･6時間で血管周囲tc多数に濠出し,12時間後には局所一面

に拡 り,一股に時間が遊出の最も盛んな時期であり其後漸次減少して,鳥型薗･スメグマ菌では2週後

に殆んど証明出釆なくなるのに,RM株の場合には3週後にも筒少数の新しい細胞の湊別を見る.

単球反麿は多核球反感を迫って出現し,表の如 く多核球反臆の強い菌に強く現れ,多核球反艦の続 く

場合にはやi怠り長 く緒続している. 点M株の場合3週後には互恵細胞になりかける像まで見られる｡

局所の紬血管は多核球の強い港出の終 りの時期に努張し少量の出血像を示すo



152

賓 験 2 菌を固着させで挿入したデッキグラスに某る麓走細

.胞と菌との観察,及びデッキグラズに残る生菌をそ

･のままスライド･カルチエア浅紅より検定する試み~

賓 鹸 方 法.

組織反感の非常に少い合成樹脂 (メチル･メタク1)レー ト重合物)を以てデッキ ･グラスを作成すo各軍の抗酸座

常 (RM株 とスメグマ菌.)の一定量を山本の石油ベンヂン法を磨用 して大体均等にデ ッキ･グラス∵両EJ{固着せ しむO

乾燥後一膳生理的食箆永を以て洗液 し,それを家兎の背部皮下帯締織の中e/7IL手術的に坦入せ しめるム前の実験 と同枚

に経時的に取 り出して附着する遊走細胞を染色鏡検 し,同時l/{無常的に取 り外した堺をその ま-ゝ 兎血済加キ)I,tサー

培地の中!/{投入 し培養するo

賓 験 成 績 (欝2表)

第2表 菌を廃藩 したデッキ･グラス挿入による感染局処の細胞及び菌の縫時的追求

供試菌 .午 .輿 .R M 株 ス ■メ .デ マ 首 I_対 頒

6時 間 後 廿_- - 廿 千 - - ≠∴ - - -
12時 間 後 . ≠ + - 廿 + - - 廿 + - -

3 日 後 I+L 廿 1-. 廿 1- + + + + 』｣ +
1 週 後 廿､ 廿 1- + + 廿 + - - ⊥丑ー 千

数視野に細胞数 1ケ以上のもの十,1視野に細胞数3-10ケのもの+,

20ケ以 F廿, 20ケ以上冊 とす｡

デッキ･グラスのみ (対照)で一定の異物反臆があり3日後から1週間後には宜態細胞が早 くも形成

され1週間後には核数50位の完成した異物亘態細胞を見る｡菌を附着させた方ではそれがやや遅れ1過

筏には核数10-20位までである｡

多核球は対照及スメグマ菌では早期に減少･消失するのに対し,RM株では多核球反臆が強 く且その

変性の度も強 く,しか もその中に新し小湊出が長 く続いて見られるo この点は実験1の成靖と･も雫行

してV､るo

菌にづいてはそのまま奥色したものと取 り出してヂツキ･グラスを培養したものと比較すれば次の如

く'である.スメグマ菌の7日培養の肉眼的 コロニー数は表の如 ぐ24時間目で急に減少し1-2週後には

殆ど見られたくなるがr,'RM株では2週後に取 り出した ものにもコPエ-が生じて乗る.,即ちスメグ

マ菌では生育力甲ある菌の局所に存在する期間が短いものと考へられるo

綜 括 並 に 考 察 ＼

以上の実験によって知られた事は次の如 くであ-る｡有毒結核菌の場合には場所に菌が長 く生存し,多

核球の湊出席臆が強く且その変性の慶 も犬で,しか も新しい多核球湊出か長 く続いている.それに＼とも

なって単球反感 も強 く長 く盛るO これに対して非病原性菌七は早期に局所q)生菌がなくなり多核球反

厳も易易く且短いo叉単球庚麿 も之に伴って易易くて短ylol

実験方津について富へば,皮下組織伸展法は菌注入の局所を伸展して観察するの更あるから,固定切

片法や農大な腹腔円の細胞反騰を観察する方津に較べてより詳細に,しかも簡単転細胞反腔の経過を迫
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跡出来るし,紬血管の周囲と血管内細胞をも注意する事により細胞港出の始ま りと終 りとを明らかに知

り得る擾奄な方法である. 又実験 2の方法 と共に組樺固定切片模本 と異 り血液韓抹榎本同様にペルオ

キシダーゼ反騰や超生体染色法 も行へるので細胞の観察が正確である0

実験 2のデッキ･グラス挿入法は菌に到着 ･附君する細胞の時間的関係及び菌の局所に於ける運命を

観察するのに局所的 ･茎間的には前浜 よりも更に適確である｡ 又接種菌畳及び生菌量を一艇検定出来

る上に,粗描内に於ける生菌の消長を簡単に観察し得る優秀な方法であると信する.何細胞学的な詳細

な検討 と喰菌の状態は目下観察中である｡

以上の予備的な実験によって,接種局所の早期反歴は病原性の如何に拘 らず 数的には 同一種顎の夜

鷹であり,差 異として認められ るものは反麿の強さ及時期的の差 という量的な差異に過ぎないことが こ

の両種の実験方法によって明瞭に観察し得ることが判った｡

この結果, この両種の実験方法は菌 と個体 との相関関係射ち個体の側からは抵抗悼,菌の側か らは

病原性 と呼はれ る現象を割に簡単に短期間に観察するに便利な方法であることが知 られた｡ よって今

後は更VZ:多種の動物及菌株を用いて,自然抵抗力及後天的東榎の研究を発展せしめると共に,生休に於

ける化学療法#Jの作用横棒,菌の薬剤QZ:対する抵抗性の判定等 各棟の研究に膝用せ しむ可 く準備中で
あるO

SCM の 改 良 に 賄 す る 研 究 (続 報)
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我 々は SCM の改良に関 して,欧に再三発表して釆たが今回は更に飛躍的な改良を加える事が出釆ね

ので立Kl報告する.

第一 石油ベンヂンにで虚理 した菌液麦以てする新堵養法

従乗,結核化学療法剤の検定等の目的にはキルヒナーの液体培地を利用して肉眼的に菌の発育の有無

を検する方法が多 く用いられているが,之は培養 日数が長いと云 う点,及び其の篤めに培養期間中に被

検薬物が破壊変性する事実を除外する事が出釆ない大きな快点がある.萩に培養期間の短いSCC或は

SCM等が利用せられ る理由があるo然 し乍ら,SCCは周知の如 く結果の判定に致命的な快格がある｡

叉SCMは保有菌株の宙浮･潜液を以て行 う実験には菌の脱落するものが多い｡而 して此の際使用する菌

液は虞に均等なものが得難い馬に失鞭結果の判定に支障がある.

我 々は H,Blockの石油--テルによる所謂 Cord･factorの除去に関する実験か らヒン トを得て

石油ペンヂンを以て･誠に簡単な操作で結核菌の殆ど革個菌 よりなる均等浮･WI液 を作成 し,此の一滴を

スライ ドに塗抹固定することにより化学療法剤の検定の目的には甚だ理想的なSCMの山新法を案出し

得た｡

即ち'発づ第 1表に示すのは石油エーデル,石油ベンヂン欝似の有磯溶媒について比較検討 した成績

である｡之に依って明かなる如 く石油ベンヂンが我々の昌的に貴通なる事が分る.

従って我々は石油ベンヂンを用いて各種菌株に就いて実施 したが凡て培養可能なる事を知った,,


